
　　　　

2025 年 3 月 21 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

４月：きっず歓迎会（おやつパーティー）、春のつどい、ガーデニング　５月：野菜作り　７月：七夕活動　８月：水遊び、きっず夏祭り、きっずお化け屋敷　９月：お月見活動　１０
月：弁慶まつり、きっず運動会、ハロウィンイベント　１１月：「感謝を伝えよう」活動　１２月：きっずクリスマス会、忘年会　１月：初詣、きっず新宴会　２月：節分、ふれあい文
化祭、梅林　３月：きっずパーティー（昼食）

家族支援
本人の困りごと・家族の困りごとや子育ての悩みや難しさなど、その時々にみ
えてくる不安や悩みを相談できる場所や時間調整しながら、一緒に考え取り組
んでいきます。

移行支援
必要に応じて、他機関と日々の情報共有を行い、将来的に安心して移行で
きるよう連携して取り組んでいきます。

地域支援・地域連携
子どもを中心に、関係する機関と連携しながら本人・家族が安心して地域で生
活できるよう環境を整え取り組んでいきます。

職員の質の向上
外部研修や法人内研修・事業所内研修に参加し、支援スキルを高められる
よう取り組んでいきます。また日々の振り返り会議を大切にしながら資質
向上を目指して取り組んでいきます。

支　援　内　容

健康について学び、関心をもつことで基本的な生活習慣が身につけられるよう支援を行います。
・日々の体調管理（検温）・利用開始のあつまり（予定の確認）・昼食（食事支援）・調理実習、片付け・販売体験・お買い物体験・野菜作り・トイレトレーニング・帰りのあつまり（司会交代制）

身体機能・感覚機能の向上を目指し、身体的発達や環境適応能力が高められるよう支援を行います。
・施設内外での遊びや運動（水遊び、ツイスターゲーム、大玉転がしドッジボール、運動会、ウォーキング、風船バレー、しっぽとりゲーム、バランス運動、おにごっこ等）

本
人
支
援

遊びや活動を通して、視覚・聴覚・触覚などの感覚に気づき、認知機能が高められるよう支援を行います。
・生き物観察（掃除や飼育）・創作活動（クルクルレインボーづくり、ミッションゲーム、カードづくり、トートバック作り、DIY、風鈴づくり、シャボン玉づくり、お化け屋敷づくり・カレンダーづくり
等）

言語理解・表現力の向上、他者（児）との意思疎通能力の発達を目指し支援を行います。
・利用開始時のあつまり（予定の確認）・帰りのあつまり（司会交代制）・ジェスチャーゲーム・リアルすごろく・年賀状作り・カラオケ・バーベキュー・話し合い（ミーティング）・玩具の共有

他者（児）を意識しながら関係を築き、また安定した関係の構築と社会性が芽生え高められるよう支援を行います。
・歓迎会レク・トントン相撲大会・ハロウィンイベント・大掃除・忘年会・初詣・地域イベント参加等

支援方針 友だちと一緒に楽しい遊びをみつけ、初めてのことにも挑戦し経験・体験を積み重ねながら、安心して過ごせるよう寄り添いながら支援を行っていきます。

営業時間 送迎実施の有無
平日（火～金）9時15分～18時

土・祝日・長期休暇　　10時00分～15時00分

法人理念

3つの柱：1,すべての障害児者のゆたかなくらしの実現をめざします。2,障害児者のねがいと多くの意見を尊重した運営をめざします。3,地域に根ざし、はばひろく連携して事業をすすめ
ます。
5つの目標：〇働くこと（遊びや活動）を通して一人ひとりの障害児者が人間らしく発達できる事業所をつくろう。〇仕事（遊びや活動）に障害児者を合わせるのではなく、障害児者に仕
事（遊びや活動）を合わせよう。〇どんな重い障害児者も働ける（安心して過ごせる）事業所にしよう。〇障害の程度や種別をこえ助け合い励ましあいながら働こう（過ごそう）。〇す
べての人びとと協力しあって作業所づくりにとりくみ差別や偏見のない地域をつくろう。

事業所名 放課後等デイサービス　ほうかごきっず 作成日支援プログラム


